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627

今回 今回

日経平均 （円） 27,650.84

25.47

（US＄） 1,722.60金（Gold)先物

（US＄） 31,318.44 TOPIX （円）

VIX恐怖指数 （％）

ジクシス 改定レンジ： ▲6,200 ▲8,000

マーケット概況

NYダウ

米国債券10年利回り （％） 3.195

1,930.17

S&P500 （US＄）

▲8,100

LPG元売り9月改定幅（円/ｔ） プロパン ブタン

ジャパンガスエナジー 改定レンジ： ▲7,080 ▲8,750

ENEOSグローブ 改定レンジ： ▲6,200 ▲8,000

アストモスエネルギー 改定レンジ： ▲6,400

3,924.26

USD／円
20日〆 139.06 135.83 137.42 132.08

末日〆 140.97 136.24 137.79 134.93

米国ー日本
（パナマ運河経由）

108.5

為替／TTS 9月予測 8月 7月 6月

中東ー日本 63.5

外航フレート（USD/MT) 9/2時点

2月

 MB見通し 587 586 583 577 554

643

プロパン 10月 11月 12月 1月

 CP先物 669 675 677 668

プロパン 11月 12月 1月 2月 3月

MB 9月 592 ＋19

CP 10月 656 ＋12 77% ＋1%

AL熱量換算比

 プロパン予想値 今回 前回比 今回 前回比

北海Brent（11月） 92.36

統括部　企画統括課　

■〔9月CP〕プロパン：$650 (前月比▲$20）、ブタン：$630（前月比▲$30）　■〔8月MB平均〕：$572（前月比▲$25）

エネルギー市場

原油 先物(USD/BBL) 今回

NY/WTI（10月） 86.61

LPガス 先物（USD/MT)
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（ウィーン現地時間：9/1  17:00）

今週のTOPIC

中国の製造業購買担当者景気指数は49.4、2ヶ月連続で景況悪化の分岐点50を下回る
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　　　　み。

【11月】日本海側全域と沖縄では曇りや雨の日が多い、太平洋側全域では晴れの日が多い見込

　　 　 では平年と同様に晴れの日が多い見込み。

【10月】北日本と東及び西日本日本海側では天気は数日周期で変わるが晴れの日が多い、東及

　　　  び西日本太平洋側と沖縄では天気は数日周期で変わるが晴れの日が少ない見込み。

【9月】 北及び東日本と西日本日本海側では天気は数日周期で変わり、西日本太平洋側と沖縄

② 石油化学製品の販売価格低迷による生産減少でプラント向け需要低調

「日本気象協会：３カ月予報」

（弱気）
① 米国プロパン在庫は需要と輸出の減少で前週比36万トン増加（6.2％増）

★原油価格下落と供給の過多によりCP＄600台での推移予測

（強気） タイの7月ＬＰＧ輸入量が前月比65.4%増の20万4千トン、前年比2.3倍

LPガス概況

③ 中国は広東省に新たな新型コロナ規制を導入、景気減速が加速する懸念

② 米国の6月石油生産は日量約1,180万バレルに増加、2年ぶりの高水準
弱気・

下降要因

① Ｇ7財務相はロシア産石油購入価格に上限設定することを合意

米国の石油及びガス掘削リグ稼働数は月間で2基減り25カ月ぶりに減少

② ＯＰＥＣプラス、2023年石油市場を日量30万バレルの供給不足と予測

③

統括部　企画統括課　

原油概況

強気・
上昇要因

① サウジエネルギー相は直近の原油価格下落に対応した減産可能性言及

★米国、ＯＰＥＣの生産増と中国の景気減速懸念でＷＴＩは＄80台に再下落

影響度
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（ウィーン現地時間：9/1  17:00）

今週のTOPIC

中国の製造業購買担当者景気指数は49.4、2ヶ月連続で景況悪化の分岐点50を下回る
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